











一方，2 次元図面による設計が主流だった建設分野に 3 次元設計手法が導入されつつあ
る．3D レーザやデジタル写真測量から取得された現場のあるがままの 3D 点群データから
作成した 3D モデルに各種点検時の画像情報などがシームレスに連携できれば電子カルテ












第 2 章では，研究で利用した光学的計測法であるデジタルカメラ計測・画像計測，3D レ
ーザ計測の原理やその特長について示した．そして，光学的計測法の適用事例として重要
文化財 2 例および橋梁，トンネルの計 4 事例を挙げ，特に損傷部位の 3 次元可視化におけ
る課題を抽出した．  








第 4 章では，第 3 章で検討した各事項と UAV を用いた画像撮影を軍艦島 30 号棟，およ
び護岸において，各手法の調査・モニタリングへの適用性について検討した．3D 点群の球
体表示，稜線抽出，差分処理解析は破損図作成および崩落進展部位の特定が可能で、形状・
損傷検出に有効であることを明らかにした．また，3D レーザと UAV 撮影画像からの写真
解析は，護岸の損傷を 3 次元的に把握する上で有効である．UAV，ギガピクセル画像によ
る全周パノラマ画像は，閲覧の自由度も高く，記録・保存としても有効である．さらに，
AR 手法を用いることで，図面や写真上に自由な視点から 3DCG モデルを表示し，過去収集
した膨大な画像情報などの記録，照合に応用できることを提示した． 










第 6 章では，本研究の結果を総括し，今後の展望を示した． 
 
